Ｑ” 

※臨床心理士の資格更新ポイントの申請を行う予定です。該当する方は裏面申込書資格有無欄に○印をご記入ください。



	プ　ロ　グ　ラ　ム
	日程・時間
	テーマ・講 師　（敬称略）

	
	２月

５日

（土）
	12:50－13:00
	事務連絡（事務局）および　講座企画のねらい（村瀬先生）

	
	
	13:00－14:20
	村瀬先生による事例の提示

	
	
	14:30－15:50
	提示された事例の感想および援助技法論（青木先生、田中先生）

	
	
	16:00－21：30
（グループ別）
	グループⅠ
	グループⅡ
	グループⅢ

	
	
	
	講師が各グループに入って、①～③について受講生と議論します
※途中、夕食休憩1時間あり（夕食はご用意します）

	
	
	※時間が変更となる場合もありますが、終了時刻は22：00頃を予定しています。

	
	２月

６日

（日）
	8:30－10:00
	各グループによる前日の討論内容の発表

	
	
	10:00－11:50
	講師全員　質疑と要点のまとめ

	
	
	11:50－12:00
	事務連絡、閉会


＊時間は目安です。充実した議論を行うため柔軟に時間割を変更します。ただし、６日終了時刻は厳守します。
【村瀬嘉代子先生から受講される方へのメッセージ】


三十数年前に担当した「引きこもり、さまざまな症状や行動上の問題を呈した青年期男子」の事例をお話しします。一昨年、ある講演会場に妹さんが来場され、現在の事情をお伺いし、またご本人からもお便りを頂戴しました。


当時、ご指導を受けねばと故土居健郎先生のゼミに入れていただきました。本事例を通しての土居健郎先生のご指導、その時感じ考えたこと、また現在の考えをお話し致します。


クライエントとの出会いはそれぞれに大切な出会いですが、心理的援助の基本について、この方からはとりわけいろいろ考えさせられました。当日はクライエントの絵などをご覧いただきながら、私の戸惑いも正直にお話しようと思います。











現在、心理臨床においては、さまざまな理論や技法が紹介され、その適用に迷うことも少なくありません。さらに現実の問題はより複雑になり、さらに多様性を増しており、適切なチームワークが求められます。そこで、①数多くある理論や技法の中から、目前のクライエントに対してどういう点に留意して、技法を選択していくのか、②技法が援助過程で浮きあげることなく用いられ、被援助者の主体性と自尊心を護り育てるための留意点は何か。③援助者を支え、成長を促す方法(スーパーヴィジョンなど)について参加者と御一緒に検討したいと思います。


　村瀬が事例を提出し、これに他の講師が種々の観点からコメントをします。さらにこれを展開させるかたちで小グループに分かれて、上記の①②③について｢日常生活｣という視点も関連させて討議し、理解を深めたい、と考えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【企画：北翔大学大学院教授　村瀬　嘉代子】








講座No.10610　　





明治安田こころの健康財団　心理臨床講座11　宿泊ワークショップ





【出講講師】　 北翔大学大学院教授・大正大学客員教授　　　　村瀬　嘉代子


（敬称略）　　　川崎医科大学精神科学教室教授　　　　　　　　青木　 省三


北海道大学大学院教育学研究院教授　　　　　　田中　 康雄














期　日 ：2011年2月5日（土）・6日（日）


受講対象：精神保健の領域で、治療・教育・相談・指導等に携わっている方、児童福祉施設の職員、


教育者、大学院生


受講条件：講師・参加者に現在の所属・職種・氏名・住所（都道府県）の開示を了承すること


　　　　　 申込書の必須記載事項に記入すること、守秘義務を守ること


　　　　　 宿泊手続きに必要な氏名・連絡先を大橋会館に提供することを了承すること


定　員	：42名　（定員になり次第締切りますので、ホームページ等でご確認下さい）


受講料	：35,000円【受講料、シングルルーム宿泊代、夕・朝食代を含む、税込み】


　　　　　初日終了時間が遅くなりますので、全員宿泊を前提にしています。


会　場	：大橋会館（東京都目黒区、池尻大橋駅から徒歩3分） 


　※宿泊手続きは当財団で行います。申込書に必要事項を記入してお申込みください。





臨床において、生活と関連させながら理論や技法をどう活かすか


―思春期・青年期の事例提示をもとに―











